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岡
山
大
学
の

改
組
を
め
ぐ
る
動
向

１
６
年
度
概
算
お
よ
び
法
人
化
に
む
け
て
法
科
大
学
院
設
置
を
中
心
に
、

。

。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
検
討
段
階
に
！

最
近
の
動
き
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た

学習会のお知らせ

どうなる？私たちの労働条件
－ －国立大学独立行政法人化と労働組合

講師：前田達男金沢大学教授

日時：１２月１１日（水）
午後５時半～７時半

会場：法学部会議室
（文法経２号館２階）

組合員に限らず多数ご参加ください。
お茶とお菓子を用意します。

何
が
焦
点
か
？

１
６
年
度
概
算
に
向
け

て
、
い
よ
い
よ
概
算
要
求

順
位
を
明
確
に
し
て
、
大

学
全
体
と
し
て
の
取
り
組

み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
点
に
き
て
い
ま

す
。こ
の
間
、
環
境
統
合
研

究
科
の
プ
ラ
ン
が
急
浮
上

し
、
法
科
大
学
院
（
ロ
ー

ス
ク
ー
ル

、
文
化
科
学

）

研
究
科
な
ど
の
改
革
プ
ラ

ン
と
競
合
関
係
に
入
り
、

そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

法
科

１
１
月
２
２
日
、

大
学
院
の
設
置
を
当
面
の

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

こ
と
が
学
長
お
よ
び

組
む
学
長
補
佐
機
構
に
お
い
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
文

系
学
部
、
文
系
大
学
院
の

関
連
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
文
系
全
体
の
改
組

構
想
の
具
体
化
が
、
当
面

す
る
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

法
科
大
学
院
構
想
を
焦

点
と
す
る
今
後
の
動
向
に

注
意
を
払
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

文
化
科
学
研
究
科

文
化
科
学
研
究
科
が
、

法
科
大
学
院
と
同
時
に
１

６
年
概
算
で
行
け
る
の
か

ど
う
か
は
、
文
系
全
体
の

改
組
構
想
と
の
関
連
で
ど

こ
ま
で
具
体
的
な
改
革
構

想
を
打
ち
出
せ
る
の
か
、

ま
た
、
環
境
統
合
研
究
科

構
想
と
の
関
連
も
あ
り
、

未
定
で
す
。

環
境
統
合
研
究
科

こ
れ
ま
で
、
１
６
年
概

算
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ

て
い
た
環
境
統
合
研
究
科

構
想
は
、
９
月
２
４
日
に

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

か
ら
学
長
に
答
申
が
出
さ

れ
て
以
降

「
構
想
委
員

、

会
」
名
に
よ
る
「
岡
山
大

学
大
学
院
環
境
統
合
研
究

科
構
想

（
２
０
０
２
年

」

１
０
月
）
と
し
て
文
書
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
、
学
長
は
、
先
導

「
試
行
」
を
こ
こ
ろ
み
つ

つ
、
１
７
年
度
概
算
を
と

考
え
て
い
る
模
様
で
す
。

自
然
科
学
研
究
科

自
然
科
学
研
究
科
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
具
体
的

な
改
革
・
改
組
の
動
き
が

あ
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ

ん
。
た
だ
、
薬
学
系
が
１

７
年
度
に
生
命
系
大
学
院

に
参
加
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
と

も
な
い
何
ら
か
の
改
組
の

動
き
が
出
て
く
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。学

長
交
渉
を
準
備

岡
山
大
学
執
行
部
に

お
い
て
は
、
法
人
化
へ
の

対
応
と
し
て
、
い
よ
い
よ

組
織
体
制
（
定
員
管
理
）

の
一
元
化
や
、
全
学
的
視

点
に
立
っ
た
予
算
計
上
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
そ
の
た

め
の
運
営
組
織
の
あ
り
方

な
ど
を
本
格
的
に
検
討
し

策
定
す
る
作
業
に
入
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

今
後
、
こ
う
し
た
動
向

を
注
視
し
、
全
学
に
開
か

れ
た
大
学
運
営
を
求
め

て
、
組
合
に
お
い
て
も
学

長
交
渉
に
取
り
組
む
予
定

で
す

（
以
上
は
、
最
近

。

の
岡
大
の
動
向
を
広
報
部

の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め

た
も
の
で
す

）。

新
し
い
組
合
組
織

を
求
め
て

最
近
の
連
合
体
執
行
委

員
会
で
の
議
論
の
一
端
を

紹
介
し
ま
す
。

「
国
立
大
学
法
人
化
に
向

、

、

け

こ
れ
か
ら
の
組
合
は

教
員
の
単
組
（
こ
の
な
か

に
学
部
単
組
が
あ
る

・
事

）

務
員
の
単
組
・
看
護
婦
の

単
組
・
非
常
勤
職
員
の
単

組
等
か
ら
な
る
連
合
体
を

目
指
し
て
い
く

」。

「
議
事
録
の
公
開
も
含
め

て
、
組
合
の
透
明
度
を
高

め
、
大
学
執
行
部
や
非
組

合
員
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
て
い
く

」。

「

事
務
系
職
員
の
組
合

加
入
促
進
の
た
め
に
、
加

入
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

の
具
体
策
を
ま
と
め
る
。

事
務
局
と
も
話
し
合
を
持

つ

」。

∫

∫

座
標
軸

「
人
権
を
基
軸
に
し
た
参

加
型
の
組
合
へ
」
と
い
う

岡
大
職
組
の
方
針
が
、
全

、

、

国
的
に
も

学
内
的
に
も

静
か
な
反
響
を
呼
ん
で
い

る
。

今
後
大
学
の
な
か

で
は
、
業
務
の
機
能
分
担

が
進
展
し
て
い
く
だ
ろ

う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る

業
務
を
分
担
し
つ
つ
、
人

権
と
い
う
点
で
は
平
等
で

あ
る
と
い
う
委
員
長
挨
拶

の
中
に
、
人
権
を
機
軸
に

し
た
組
合
の
イ
メ
ー
ジ
が

か
な
り
鮮
明
に
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
▼
こ
の
機
能
分

担
共
同
体
と
し
て
の
大
学

像
に
触
れ
た
と
き
、
ト
マ

ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
有
機

体
論
を
、
私
は
連
想
し
た

▼
ト
マ
ス
の
議
論
は
、
士

農
工
商
４
身
分
の
も
の
は

い
ず
れ
も
神
の
栄
光
を
実

現
す
る
と
い
う
全
体
の
共

通
の
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
資
質
や
能
力
に
応
じ

て
、
参
加
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
４
身
分
は
ひ
と
し

い
意
味
を
持
つ
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
機
能
分
担
の

共
同
体
で
、
各
身
分
は
、

本
質
的
に
相
等
し
い
と
い

う
の
だ
▼
だ
が
、
こ
の
ト

マ
ス
の
議
論
は
、
士
に
よ

る
農
工
商
の
支
配
収
奪
を

隠
蔽
す
る
封
建
制
擁
護
論

で
あ
る
。
今
後
大
学
で
進

行
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
行
研
教
事
の
機
能
分
担

は
、
果
た
し
て
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
行
（
大
学
執
行

部
）
が
、
文
科
省
の
下
部

機
関
と
な
っ
て
、
大
学
を

支
配
す
る
と
な
る
と
、
い

く
ぶ
ん
類
似
の
様
相
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
▼

ま
た
、
ロ
ッ
ク
流
の
人
権

論
は
、
市
民
社
会
の
平
等

な
人
権
を
主
張
し
な
が

ら
、
近
代
資
本
主
義
社
会

の
所
有
者
と
い
う
限
り
で

の
平
等
と
い
う
現
実
（
所

有
者
と
無
所
有
者
と
の
対

立
）
を
や
は
り
隠
蔽
す
る

議
論
で
あ
る
▼
組
合
が
追

求
す
る
人
権
は
、
そ
れ
と

ど
こ
ま
で
、
原
理
的
に
区

別
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
定
員
内
も
定
員
外
も

同
じ
人
権
的
主
体
で
、
定

員
外
が
差
別
さ
れ
な
い
と

い
う
あ
た
り
が
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
今
後
ど
こ
ま
で
制
度
化

さ
れ
る
か
。
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
と
し
て
の
人
権
か
現
実

と
し
て
の
人
権
か
、
そ
れ

は
私
た
ち
の
運
動
に
か
か

。（

）

っ
て
い
る
と
思
う

い

。



再
び岡山大学事務局長

寺尾繁美 殿
２００２年１１月２９日

岡山大学職員組合

執行委員長 小畑 隆資

非常勤職員の雇用と労働条件に関する緊急要求書

岡山大学の教育・研究・医療の充実ならびに教職員の勤務・労働条件の改善について、貴職が日頃からご

尽力をいただいていることに敬意を表します。

さて、貴職名による３月２９日付の文書「平成 年度以降の非常勤職員の雇用計画について」に関して14

は ､５月９日の貴職との会見、５月２４日の人事課長との会見において ､私たち岡山大学職員組合の要望を

ご検討いただきました。このことについて ､貴職は会見の中で ｢その他職員削減計画策定部会 ｣において検討

を進め、夏ごろまでに成案を得て、学内の討議に付したいとのスケジュールを示されました。

例年であれば来年度の雇用に向けた意向確認などの手続きが始まる時期を迎え、非常勤職員の間には雇用

と生活の確保をめぐって大きな不安が広がっています。さらに、史上初のマイナス勧告となった人事院勧

告に基づいて、改正給与法がこのほど国会で成立しましたが、このなかに示されている、減額された俸給

額を事実上本年４月にさかのぼって適用する（１２月期の期末・勤勉手当からの「減額調整 ）という取り」

扱いが非常勤職員にも適用される方向で事態が進行しています。

貴職名の３月２９日付け前記文書においても示されているとおり、非常勤職員が「本学の事務運営の重要

な役割を果たしていること」は疑いありません。そうした位置にある非常勤職員が、雇用と生活の確保に

ついて大きな不安を抱えながら日々の業務に従事しているという現状は、本学の教育・研究・医療の一層

の充実と発展を期す上で、きわめて憂慮すべき事態であると考えます。

つきましては、下記の諸点についての貴職のご見解をお聞かせいただきたく、ここに要求書を提出する次

第です。ご多忙中とは存じますが、ぜひとも緊急に職員組合との会見の場を設けていただきますよう、併

せて要請いたします。

記

１．非常勤職員の来年度以降の雇用計画について

（１ 「その他職員削減計画策定部会」における来年度以降の非常勤職員の雇用計画についての検討状況を）

お聞かせください。

（２）貴職は４月２３日の職員組合との会見の場で、この問題について組合の意見も聞きながら学内での

議論を進めるとの立場を表明されましたが、その具体的な方策について、お考えをお聞かせください。

２．人事院勧告通りに給与法が改正されたことにともない、非常勤職員に対しても常勤職員と同様の取り

扱いをすることを求めた文部科学省からの「事務連絡」が、１１月１５日付けですでに発出されています。

しかしながら①非常勤職員の給与の一日当り単価・時間当り単価は４月１日付の人事異動通知書で具体的

な金額をもって確定されていること、②労働条件の一方的な不利益変更を禁じるのが判例の立場であるこ

と、③年度途中での俸給額の改定は制度上できないというのが、大学事務当局の従来からの立場であるこ

と等に照らしても、こうした取り扱いを非常勤職員にも適用することは重大な疑問があると言わなければ

なりません 。先の文部科学省の「事務連絡」においては「常勤職員に準じて取り扱われるようにお願いし）

ます」とされていますが、この「お願い」を受けてどのような取り扱いにするかを最終的に判断・決定す

るのは、個別大学の裁量に委ねられているというべきです。

本学においては①１２月期の期末・勤勉手当からの給与の「減額調整 、②改正給与法施行にともなう１」

２月１日付けでの俸給日額の改定は、いずれも実施すべきではないと考えますが、このことについての貴

職のご見解をお聞かせ下さい。 以上

、

、

、

１
１
月
２
９
日

左
記
の
緊
急
要
求
書
を

小
畑
委
員
長
。

並
び
に
矢
田
執
行
委
員
が
事
務
局
長
宛
に
提
出
し
ま
し
た

非
常
勤
職
員
の
雇
用
計
画
の
検
討
状
況
と
人
事
院
勧
告
に

と
も
な
う
「
減
額
調
整
」
に
つ
い
て
の
質
問
と
要
望
が
柱

に
な
っ
て
い
ま
す
。

２００２年１１月２９日 組合だより 第４３号（２）

散
歩
道

「
十
月
の
風
が
甘
い
の

は
、
ど
こ
か
に
金
木
犀
の

花
が
咲
い
て
い
る
か
ら

だ
。
ま
だ
そ
の
花
が
小
さ

く
堅
い
蕾
に
す
ぎ
な
い
と

き
で
す
ら
、
十
月
の
風
は

。
」（

）

甘
く
香
る

加
納
朋
子

十
月
の
甘
い
風
の
香
り

を
楽
し
ん
で
い
た
の
も
つ

か
の
間
、
月
日
は
あ
わ
た

だ
し
く
流
れ
て
、
も
う
十

一
月
の
声
を
聞
く
。
秋
冷

が
紛
れ
も
な
く
忍
び
寄
っ

て
い
る
。

夏
の
猛
暑
で
繁
る
だ
け

繁
っ
た
楓
の
葉
が
色
づ
き

は
じ
め
た
。
や
が
て
豊
穣

の
錦
秋
が
訪
れ
よ
う
と
す

る
。
楓
の
梢
を
見
上
げ
れ

ば
、
そ
こ
に
は
澄
み
渡
っ

た
秋
空
が
広
が
る
。

空
だ
け
を

描
か
ん
と
思
ふ

天
高
し

千
枝
子

芸
術
の
秋
で
あ
り
、
燈

火
親
し
む
の
候
で
あ
る
。

ま
た
、
な
ま
っ
て
い
た
心

身
が
こ
の
季
節
の
静
か
な

移
り
変
わ
り
の
な
か
で
、

む
く
む
く
と
目
覚
め
新
た

な
活
力
に
み
な
ぎ
る
季
節

で
も
あ
る
。

天
高
し

ジ
ー
パ
ン
は
い
て

家
事
開
始
千
枝
子

私
も
山
積
す
る
仕
事
に

取
り
か
か
る
と
し
よ
う
。

（
ｋ
）


